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４

人

の

功

績

を

た

た

え

て

　

11
月
３
日
（
祝
・
土
）
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
30
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
定
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
、
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ

れ
た
４
人
を
表
彰
。
町
、
町
議
会
、
区
長
会

を
始
め
と
す
る
関
係
者
約
80
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
受
賞
者
１
人
ひ
と
り
に
奥
名

克
美
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
「
文

化
」
、
「
自
治
」
の
各
分
野
に
お
い
て
の
功
績

を
た
た
え
る
功
労
と
、
多
分
野
に
渡
る
功
績

に
対
し
て
贈
る
「
特
別
功
労
」
に
よ
り
、
表

彰
さ
れ
た
４
人
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
奥
名
町
長
が
「
受
賞
さ
れ
ま
す
皆

様
方
に
は
、
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
対
し
て
心
か

ら
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

貴
重
な
ご
経
験
を
基
に
、
本
町
の
地
域
振
興

並
び
に
町
政
発
展
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
に
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
緒
方
哲
哉
町
議
会
議
長
、
田
上
菊

夫
区
長
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

功
労
者
を
代
表
し
て
、
田
中
勝
廣
さ
ん
（
岩

下
一
区
）
が
「
本
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
前

で
表
彰
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
表
彰
に
恥
じ
な
い
よ
う
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

【
功
労
者
説
明
】
功
労
の
表
彰
分
野
、
功
労
者

氏
名
、
行
政
区
、
表
彰
に
該
当
す
る
と
認
め

ら
れ
た
経
歴
お
よ
び
功
績
な
ど

新本 明子さん

〔西寒野区〕

甲佐町文化協会理事、
詩吟の普及・指導

文
化
功
労

平
成
30
年
度
甲
佐
町

功
労
者
表
彰
受
賞
者

��������
文化、自治、特別功労の功績をたたえて

������

北川 國昭さん

〔上早川二区〕

町嘱託員、甲佐町社会教
育指導員、龍野地区社会
福祉協議会会長、甲佐町
陸上協会副会長など

特
別
功
労

光永 カヨ子さん

〔芝原区〕

町嘱託員、町民生委
員・児童委員、甲佐町
地域福祉推進員

自
治
功
労

田中 勝廣さん

〔岩下一区〕

町嘱託員、甲佐町社会
福祉協議会理事

自
治
功
労

■
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　

11
月
３
日
（
祝
・
土
）
功
労
者

表
彰
式
典
に
併
せ
て
、
感
謝
状
贈

呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

と
し
て
平
成
28
年
6
月
か
ら
平
成

30
年
4
月
ま
で
３
回
に
渡
り
、
総

額
３
０
０
万
円
を
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
北
林
司
さ
ん
（
宮
崎
県
）
と
、

熊
本
地
震
の
災
害
廃
棄
物
の
仮
置

場
用
地
と
し
て
所
有
す
る
土
地
を

無
償
貸
与
さ
れ
、
本
町
の
震
災
に

よ
る
損
壊
家
屋
の
公
費
解
体
事
業

の
早
期
着
手
の
実
現
に
貢
献
さ
れ

た
田
中
一
恵
さ
ん
（
岩
下
一
区
）
、

田
中
裕
司
さ
ん
（
同
区
）
、
田
中

勝
廣
さ
ん
（
同
区
）
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲奥名町長から感謝状を贈呈される
　北林さん
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実
り
を
喜
び
文
化
を
楽
し
む

彩
り
豊
か
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
11
日
（
日
）
平
成
30
年
度

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
が
、
町
役
場
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
、
上
益
城
農
業
協
同
組
合
、

甲
佐
町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協

会
の
共
催
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
側
駐
車

場
で
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら

れ
、
農
業
祭
・
商
工
祭
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
甲
佐
中
学
校
吹

奏
楽
の
演
奏
や
ミ
カ
ン
の
つ
か
み

取
り
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
本
町
特

産
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
ニ
ラ
飛
ば
し

大
会
、
赤
ち
ゃ
ん
レ
ー
ス
、
農
産

物
即
売
会
、
大
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
て
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
商
工
会
の
展
示
即

売
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
。
町
内

の
生
産
者
な
ど
が
栽
培
し
た
農
産

物
や
調
理
し
た
加
工
品
な
ど
の
展

示
販
売
、
絞
り
た
て
牛
乳
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
、
お
に
ぎ
り
の
引
き
換

え
会
、
ニ
ラ
１
０
０
０
人
鍋
の
販

売
、
上
益
城
消
防
本
部
に
よ
る
消

防
車
や
救
急
車
の
見
学
会
、
県
警

に
よ
る
パ
ト
カ
ー
の
乗
車
体
験
、

体
組
成
測
定
会
な
ど
も
開
催
。
甲

佐
町
技
能
者
組
合
に
よ
る
木
工
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文

化
協
会
の
50
団
体
が
参
加
。
同
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
な

ど
で
は
、
絵
画
や
水
墨
画
、
書
道
、

陶
芸
、
写
真
、
生
け
花
、
短
歌
、

川
柳
、
肥
後
狂
句
な
ど
の
文
芸
作

品
、
木
工
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な

ど
の
手
工
芸
品
を
多
数
展
示
。

　

同
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、

文
化
祭
発
表
会
を
開
催
。
詩
吟
や

三
味
線
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、

日
舞
、
洋
舞
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
相

撲
甚
句
な
ど
約
１
５
０
人
が
ス

テ
ー
ジ
発
表
し
、
会
場
に
大
き
な

拍
手
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
（
土
）
に
は
、
甲

佐
町
音
楽
教
育
連
盟
に
よ
る
発
表

会
「
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も

開
催
。
保
育
園
児
や
小
・
中
学
生

が
ピ
ア
ノ
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る
秋
の
祭
典

平
成
30
年
度
甲
佐
町
産
業
文
化
祭

農業祭部門の表彰式を開催

町内で生産された農産物や加工品の中から、県上益城地域振興局および上益

城農業協同組合が品質や見た目などの項目で審査。入賞者が表彰されました。

●農業祭部門最優秀賞受賞

▶果樹の部　井上 英利さん（西寒野区）

▶野菜の部　奥村 楯雄さん（吉田区）

▶ニラの部　緒方 紀昭さん（糸田区）

▶花きの部　山下 康彦さん（船津区）

▶農産物加工の部

　　　　　　吉永 龍子さん（吉田区）
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
熱
戦

甲
佐
町
球
技
大
会
・
甲
佐
町
駅
伝
競
走
大
会
・
地
区
対
抗
駅
伝
大
会
を
開
催

●
平
成
30

年
度
甲
佐
町
球
技
大

　
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
21
日
（
日
）
平
成
30
年
度

甲
佐
町
球
技
大
会
が
、
町
内
各
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
佐
町
体
育
協
会
、
町
、
町
教

育
委
員
会
が
主
催
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ア
ジ
ャ
タ
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
の
６
競
技

に
３
１
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
は
、
３
競
技
を
制
し

た
甲
佐
地
区
が
総
合
優
勝
を
飾
り
、

２
位
は
竜
野
地
区
、
３
位
は
乙
女

地
区
で
し
た
。

●
町
駅
伝
競
走
大
会
・
地
区 

　
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催

　

11
月
４
日
（
日
）
豊
内
で
、
第

48
回
町
駅
伝
競
走
大
会
と
第
44
回

地
区
対
抗
体
力
つ
く
り
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
駅
伝
競
走
の
普
及

と
幅
広
い
年
代
を
対
象
と
し
た
健

康
つ
く
り
を
目
的
に
、
町
教
育
委

員
会
、
甲
佐
町
体
育
協
会
、
甲
佐

町
陸
上
競
技
協
会
が
主
催
。
町
駅

伝
競
走
大
会
に
は
甲
佐
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
発
着
と
す
る
５
区

間
７
・
２
㌔
の
コ
ー
ス
に
５
部
門

22
チ
ー
ム
が
出
場
。
地
区
対
抗
体

力
つ
く
り
駅
伝
競
走
大
会
で
は
11

チ
ー
ム
が
６
区
間
４
・
８
㌔
の

コ
ー
ス
で
レ
ー
ス
を
行
い
、
力
走

を
見
せ
ま
し
た
。

■平成30年度甲佐町球技大会結果
【総合成績】

・優勝　甲佐地区

・２位　竜野地区

・３位　乙女地区

【種目別優勝チーム】

・グラウンド・ゴルフ（男子） 竜野

・グラウンド・ゴルフ（女子） 緑町

・ソフトバレーボール  甲佐Ａ

・アジャタ   竜野Ａ

・ビーチバレーボール  甲佐 SP

・ゴルフ   乙女

■第48回町駅伝競走大会結果

【部門別優勝チーム】

・小学男子の部

　白旗少年野球クラブＡ 27分43秒

・小学女子の部

　龍野ドラゴンズ 31分36秒

・中学男子の部

　服部組 27分16秒

・高校一般男子の部

　甲佐高校野球部Ａ 28分35秒

・高校一般女子の部

　甲佐高校女子硬式野球部 Plus1 37分44秒

■第44回地区対抗体力つくり駅伝 
　競走大会結果

・１位　龍野Ａチーム 16分25秒

・２位　白旗Ｂチーム 18分15秒

・３位　甲佐Ｄチーム 18分45秒

▲号砲とともに一斉にスタートを切る第48回町駅伝競走大会の小学男子の部・小学女子の部の１区の走者

▲町生涯学習センターで行われたアジャタ
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高校生が地域との会話で異世代交流

　甲佐高校の魅力づくりの一環として、町
教育委員会は平成29年11月に甲佐町公営塾

「あゆみ学舎」をオープン。１人ひとりの希望
する進路や学習の進捗に合わせた個別指導や

社会人として必要な能力を身に付ける授業な
どを同高で取り組んでいます。
　10月27日（土）、同塾が企画した「青垣祭
トーク・フォークダンス」が開催されました。

甲佐高校青垣祭トーク・フォークダンス～甲佐町公営塾「あゆみ学舎」

　福岡県の中学校で開催された「トー

ク・フォークダンス」に参加したのを

きっかけに、甲佐町でもやりたいと考え

ていました。参加した生徒たちも楽しそ

うで良かったです。相手の大人の方が生

徒たちの良さを引き出してくれたのか、

話すのが苦手な子も楽しめたようです。

　今回の活動をモデルケースとして、県

下に広めたいと思います。

地域と甲佐高との

つながりを深める

公営塾「あゆみ学舎」

越名 智美さん

●お問い合わせ先

　町教育委員会学校教育課　 TEL096-234-0102

■
甲
佐
高
生
が
地
域
と
の
異
世

　
代
交
流
を
深
め
る

　

10
月
27
日
（
土
）
甲
佐
高
校
で
、

「
青
垣
祭
ト
ー
ク
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
高
（
本
山

幸
広
校
長
１
０
６
人
）
の
文
化
祭

「
青
垣
祭
」
の
一
環
と
し
て
、
平

成
29
年
11
月
に
町
教
育
委
員
会
が

開
塾
し
た
甲
佐
町
公
営
塾
「
あ
ゆ

み
学
舎
」
が
同
校
生
徒
会
と
企
画
。

生
徒
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通

し
て
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

大
人
と
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
が

自
己
肯
定
感
や
対
話
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
同

高
の
生
徒
や
地
域
住
民
ら
総
勢
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
県
内
の
単
独
校
で
は
初
開
催

　

ト
ー
ク
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
生
徒

と
大
人
が
2
人
1
組
に
な
り
、
出

題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分

の
考
え
を
伝
え
合
い
、
相
手
を
代

え
な
が
ら
対
話
を
繰
り
返
す
企
画
。

県
内
の
単
独
校
で
実
施
さ
れ
る
の

は
今
回
が
初
め
て
で
、
「
文
化
祭

の
思
い
出
」
や
「
1
人
に
だ
け
あ

り
が
と
う
と
伝
え
る
な
ら
誰
に
伝

え
ま
す
か
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と

に
、
参
加
者
は
自
分
の
考
え
を
1

〜
2
分
間
で
相
手
に
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
普
段
話
を

す
る
機
会
の
な
い
地
域
の
方
々
と

会
話
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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10
月
13
日
（
土
）
パ
ー
ク
ド
ー
ム

熊
本
（
熊
本
市
東
区
）
で
熊
本
県
人

権
子
ど
も
集
会
が
開
催
さ
れ
、
白
旗

小
児
童
が
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
集
会
は
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
人

権
が
共
存
す
る
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
集
会
で
、

県
教
育
委
員
会
が
主
催
。
約
８
，

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
集
会
に
参
加
し
た
白
旗
小
学
校

（
岩
下
勇
治
校
長
１
０
６
人
）
の
児

童
約
40
人
は
、
１
人
ひ
と
り
の
優
し

い
声
掛
け
を
通
し
て
「
い
じ
め
ゼ
ロ

で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
白
旗
小
に
す
る

取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
し
ま
し
た
。

　10月18日の「統計の日」を記念して、長

年にわたって農家経営統計調査に協力した益

田信篤さん（下田口区）に、農林水産大臣か

ら感謝状が贈呈されました。

　同調査は、農業生産物を販売する農家の農

業経営収支などの動向を明らかにし、農政の

資料を整備することを目的に実施される統計

調査で、農林水産省が実施。

　益田さんは、５年にわたって同調査に協力。

その功績をたたえて、同省大臣から感謝状が

贈呈されました。

有害鳥獣対策を地域で学ぶ　

有害鳥獣被害防止対策研修会（中横田区）

いじめゼロへの取り組み      

白旗小児童が熊本県人権子ども集会で発表

統計調査協力に感謝状　   

益田信篤さん（下田口区）に農水省が贈呈

▼中横田集会所で行われた有害鳥獣被害防止対策研修会

▲農林水産大臣からの感謝状を受け取った益田さん

▼

学
校
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
白
旗
小
児
童
た
ち

　

10
月
30
日
（
火
）
中
横
田
集
会

所
で
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
地
域
で
増
加
す

る
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
中
横
田

区
（
松
永
博
文
区
長
96
世
帯
）
が

開
催
。
県
上
益
城
地
域
振
興
局
の

職
員
を
講
師
に
迎
え
て
、
電
気
柵

や
箱
わ
な
の
設
置
な
ど
の
被
害
防

止
対
策
の
講
義
を
受
講
し
、
参
加

者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
被

害
地
図
を
作
成
。
区
民
な
ど
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
箱
わ
な
の
設
置
場

所
は
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
田
畑

や
そ
の
周
辺
で
は
な
く
、
出
没
状

況
を
確
認
し
て
田
畑
に
侵
入
す
る

ル
ー
ト
周
辺
を
選

定
し
ま
し
ょ
う
」

と
説
明
。
講
義
後
は
、

集
落
ご
と
に
分
か

れ
て
鳥
獣
に
よ
る

被
害
状
況
を
地
図

に
書
き
込
み
、
箱

わ
な
の
設
置
場
所

を
検
討
し
ま
し
た
。

　

松
永
区
長
は
「
地

域
み
ん
な
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
、

被
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
も
研
修
会
を

続
け
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
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　10月28日（日）町内各地で、町総合防災訓練

が行われました。

　同訓練は、熊本地震を教訓として、大雨や台風、

地震などの災害に迅速に対応できるよう備えるた

め、町が主催。町消防団や自主防災組織など約

2000人が参加し、訓練に取り組みました。

　町の訓練は、前日から降り続く大雨の影響で地

盤が緩んだ状態を想定して開始。町消防団や自主

防災組織と連携して、被害の情報収集などに基づ

いた災害対策本部の設置までを演習。また、災害

時の情報収集に関する職員研修も開催しました。

　各区の訓練では、自主防災組織などを中心に、

避難や炊き出し、消火の訓練が行われました。

　西寒野区（小林敏朗区長130世帯）では、防災

士の田浦末廣さん（同区）を中心に計画した防災

訓練に区民約100人が参加。公民館に設置した災

害対策本部に被害や要救助者などの情報を収集し、

地図に落とし込みながら、避難所開設や避難誘導、

救助者の搬送などについて、判断し実施する訓練

に取り組みました。

　11月８日（木）龍野小学校で、「人権教

室」が開催されました。

　同教室は、同小（江上知男校長154人）が

甲佐町人権擁護委員の沼田峰子さん（北原

区）、芦原博幸さん（糸田区）、野仲俊一さん

（上早川四区）、元村伴子さん（横田区）とと

もに「人権の花」運動の一環として実施。沼

田さんが思いやりの大切さについて講話し、

児童たちは真剣に耳を傾けました。

　沼田さんは「悩んだり困ったりしたときは、

相談してください」と呼び掛けました。

困ったときは相談しよう

龍野小学校で「人権教室」を開催

▲人権擁護委員の沼田さんが龍野小の「人権教室」で講話

教訓を活かして災害に備える

10月28日（日）町総合防災訓練を実施

▲町総合防災訓練に合わせて西寒野区公民館に開設した区の災害対策本
部で災害対応の模擬演習を行う自主防災会のメンバーら

　

11
月
９
日
（
金
）
横
田
の
若
草
保

育
園
で
、
「
防
火
も
ち
つ
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
「
秋
の
全
国
火
災

予
防
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
町
消
防

団
（
松
尾
憲
親
団
長
４
６
０
人
）
が

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
る

同
園
（
元
村
健
正
園
長
99
人
）
で
実

施
。
団
員
と
の
も
ち
つ
き
を
通
し
て
、

消
防
団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
、
火

災
予
防
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
目
的
に
、

本
部
役
員
や
保
護
者
な
ど
も
参
加
。

園
児
た
ち
は
大
き
な
掛
け
声
と
と
も

に
き
ね
を
振
り
、
火
災
予
防
を
誓
っ

て
力
強
く
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
の
福
祉
施
設
な
ど

を
訪
問
し
、
「
防
火
の
誓
い
」
で
火

災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

防火もちつきで火災予防 

町消防団と若草保育園幼年消防クラブ

▼

町
消
防
団
と
も
ち
つ
き
を
楽
し
む
園
児
た
ち
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 106）　

■
国
民
健
康
保
険
資
格
の
適
正
な

　
適
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
毎
年
12
月
を
「
国
民
健
康

保
険
制
度
適
用
適
正
化
月
間
」
と
し
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
の
適
正
な
管
理

と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
社
会
保
険
な
ど
の
適
用

対
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
に

　
関
す
る
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
社

会
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
で
共
済
・

船
員
保
険
も
含
む
）
の
被
保
険
者
お
よ

び
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
す
べ
て
の
人

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

社
会
保
険
を
脱
退
ま
た
は
加
入
な
ど

資
格
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
住

民
生
活
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
が

　
必
要
な
手
続
き

●
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
場
合 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書
ま

た
は
離
職
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
る
も
の
、
印
か
ん

●
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
脱
退
届

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
、
印
か
ん 

■
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を

　

同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
被
保
険
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
の
被
扶
養
者

と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

扶
養
認
定
で
き
る
か
は
、
お
勤
め
先

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な
ど

に
必
要
で
す
の
で
、
国
保
の
加
入
者
で

所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

町
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12 月は国民健康保険
制度適用適正化月間

国 保 に 関 す る 届 け 出 は 町 住 民 生 活 課 ま で

人
権

町民センター　TEL 096‒234‒2459

■
12
月
４
日
（
火
）
〜
10
日
（
月
）

　
は
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
で
す

　

本
町
で
は
、
毎
年
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ

ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
週
間
は
、
憲
法
で
保
障
す
る
基
本

的
人
権
の
尊
重
と
町
民
の
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
甲
佐
町

「
人
権
週
間
」
実
行
委
員
会
、
町
、
町

教
育
委
員
会
が
主
催
。
期
間
中
は
、
町

民
集
会
や
人
権
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学
生
お
よ

び
高
校
生
の
啓
発
作
品
を
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
に
展

示
し
ま
す
。

　

12
月
４
日
（
火
）
開
設
の
特
設
人
権

（
法
律
）
相
談
で
は
、
弁
護
士
が
法
律

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
町
民
集
会

▼
開
催
日
時

　

　

12
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

・
人
権
講
演

　

講
師　

大
里
耕
守
さ
ん
（
前
南
関

　

町
教
育
長
）

　

演
題　

「
世
界
人
権
宣
言
か
ら
70
年

　

を
迎
え
て
」

・
小
・
中
学
生
の
人
権
作
文
発
表

・
甲
佐
高
校
の
生
徒
に
よ
る
体
験
活
動

　
発
表

・
人
権
パ
レ
ー
ド

■
特
設
人
権
（
法
律
）
相
談

▼
開
設
日
時

　

12
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
正
午

▼
会
場

　

町
民
セ
ン
タ
ー

■
人
権
作
品
の
展
示

　

期
間
中
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
に
よ
る
硬
筆
や
習
字
、
甲
佐
高
校
や

松
橋
西
支
援
学
校
上
益
城
分
教
室
の
生

徒
た
ち
の
標
語
な
ど
を
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
に
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町民集会や法律相談
などを開催します

詳しくは町民センターにお問い合わせください
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ご
み
・
し
尿

町環境衛生課　TEL 096‒234‒1169

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113 （内線 104）　

■
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
で
将
来

　
の
受
給
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
）
お
よ
び
任
意
加

入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
を
除

く
）
が
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
給

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

▼
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料

　

１
６
，３
４
０
円
／
月
（
平
成
30
年
度
）

▼
付
加
保
険
料

　

４
０
０
円
／
月

■
付
加
年
金
額
に
つ
い
て

　

付
加
年
金
額
は
、
「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
例
え
ば
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
付
加

保
険
料
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
た
場
合
、
40
年
間
で
総
額
１
９
２
，

０
０
０
円
を
余
分
に
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
年
金
受
給
時
に
年
額
９
６
，

０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
２

年
間
で
取
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
注
意

　
事
項

　

納
め
て
い
た
だ
く
際
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

　

だ
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

②
付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌
月
末

　

日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

③
月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
な

　

ど
に
あ
た
る
場
合
お
よ
び
年
末
の
納

　

期
限
は
、
翌
月
最
初
の
金
融
機
関
な

　

ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期

　

限
か
ら
2
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納

　

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希

　

望
し
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納

　

付
辞
退
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

⑥
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

　

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

付加年金で受給年金額
を増やしませんか

収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、竜野地区（上早川五

区・あゆの里緑川団地を除く）、

乙女地区、白旗地区

12 月 27 日（木）
12月 30 日（日）

・通常持込期限　12 月 29 日（土）

・通常持込時間　午前９時～午後４時 30分

・持　込　料　　100 円 /10㌔
※個人の持込可

※時間厳守

宮内地区、甲佐地区（星の川団地を

除く）、上早川五区、あゆの里緑川

団地

12 月 25 日（火）
12月 28 日（金）

年
始

星の川団地、竜野地区（上早川五

区・あゆの里緑川団地を除く）、

乙女地区、白旗地区

１月７日（月）
から

１月４日（金）から通常持ち込み可
宮内地区、甲佐地区（星の川団地を

除く）、上早川五区、あゆの里緑川

団地

１月４日（金）
から

��������

▲

お問い合わせ先　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　TEL 096 ‐ 282 ‐ 0688

��������
収集地区 くみ取り日 備考

年
末

全地区 12月 28 日（金）まで
年末は非常に混み合いますので、早めにし尿くみ取り業者に
お申し込みください。

年
始

全地区 １月４日（金）から 通常受け入れ可

▲

お申し込み・お問い合わせ先

　・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部・星の川団地の一部を除く）

　米村衛生社　TEL 096 ‐ 234 ‐ 0308

　・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部、星の川団地の一部）、竜野地区、乙女地区、白旗地区

　甲佐衛生社　TEL 096 ‐ 234 ‐ 1217

��������������������� � �� �������������



Library

町生涯学習センター図書室からの12月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

�������������

�������������

����������

�町生涯学習センター図書室

TEL096-234-2447（内線331）

秋祭りのパレードで起きた殺人

事件の容疑者は、かつて草薙が

担当した少女殺害事件で無罪と

なった男。だが男は証拠不十分

で釈放され、堂々と遺族たちの

前に現れる。超難問に突き当

たった草薙は、アメリカ帰りの

湯川に助けを求め…。トリック

もさることながら、人間ドラマ

の奥深さに引き込まれてしまう

おすすめの１冊です。

文藝春秋

小説

６年ぶりのガリレオシリーズ９作目

東野 圭吾著 /『沈黙のパレード』

人生の大切なメッセージに癒される絵本

いもと ようこ作 /『まいにちがプレゼント』

クリスマスパーティーにおすすめのお菓子レシピ

稲田 多佳子著 /『ポリ袋でつくるたかこさんの焼き菓子』

マフィン、ケーキ、ビスケット、

パイ、タルトなど、全部ポリ袋

でできます。ボウルも泡だて器

も使わずに、ポリ袋の中に材料

を入れて混ぜてあとは焼くだけ。

超かんたんな焼き菓子から、お

もてなしの日のデザートまで、

初心者でも失敗なく作ることが

できる画期的なレシピ。クリス

マスパーティーに家族みんなで

作って楽しみましょう。

誠文堂新光社

教養娯楽

長年の研究からアルツハイマー

病の主な原因となる36項目を

突き止めた世界的権威が、その

予防法と、９割が症状改善した

治療法を解説する。食べるべき

食品・避けるべき食品や、困っ

たときの Q ＆ A なども収録。

超高齢化社会に突入した今、

「アルツハイマー病は治せる、

防げる」という大きな希望の詰

まった革命的な１冊です。

ソシム

一般書

アルツハイマー病は治せる！防げる！

デール・ブレデセン著 /『アルツハイマー病 真実と終焉』

毎日、新しい今日がやってきま

す。今日はどんどん過ぎていっ

て、すぐに昨日になってしまい

ます。昨日はもう帰ってきませ

ん。そして、明日のことは誰に

もわかりません…。いつもは忘

れてしまっている人生の大切な

メッセージに、やさしくいやさ

れる絵本。子どもたちだけでな

く、大人の皆さんにもぜひ読ん

でいただきたい１冊です。

金の星社

������������

���������

�������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������
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�����

�����

�����

�����

������

�����

�����

�����

�����

��������������

�������������

���������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

������

��������������

��������������
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��������������

児童書

私 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『うちの３姉妹』（松本 ぷりっつ著）

仲光 結さん

〔吉田区〕

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

長女・フー（６歳）、次女・スー（３歳）、
三女・チー（１歳）のマイペースな
３姉妹が巻き起こす日々の「事件」を
漫画家の母がつづる子育て奮戦記。

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　12月13日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

Public Relations KOSA
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■女性の人権～女性と男性は対
　等です～
　女性と男性は対等であり、それぞ

れ個人として尊重されることが認め

られています。仕事の場でも、例え

ば採用や昇進の際の評価はその人の

能力・適性によってのみ決定される

べきものであり、性差による先入観

や偏見が無いことが求められます。

　日本の働く女性は約2,771万人で、

これは全就業者数約6,617万人の中

の約41.9％（総務省労働力調査　平

成21年平均）を占めています。総

数としては、男性も女性も等しく企

業の力になっているわけです。それ

にもかかわらず、女性の給与水準は

男性の約70％と低く（男女共同参

画白書 平成21年度）、管理職の中で

女性の占める割合も9.3％（総務省

労働力調査 平成20年）と少ない数

字です。女性を巡るこのような状況

の原因の１つとして考えられるのは、

「男は仕事、女は家庭」という意識

が今も根強く残っているということ

です。「本来ならば女性は家にいて

家事や育児をするものだ」という雰

囲気が企業の中に充満しているとし

た場合、その中で女性は能力を発揮

できるでしょうか。または、仕事を

続けたいと思うでしょうか。

～中略～

　平成11年に施行された「男女共

同参画社会基本法」では、男女がお

互いに人権を尊重し、能力が十分に

発揮できる社会の実現を「緊急な課

題」としています。社会が男女平等

へ努力している中で、企業も女性の

人権を尊重する姿勢を持たなくては

なりません。

　　 「企業で働く人のための人権啓発冊子」より

Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

�����������������

��������������

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

11
月
12
日
（
月
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
県
教
育
委
員

会
と
の
共
催
講
座
「
サ
テ
ラ
イ

ト
甲
佐
教
室
」
（
全
３
回
）
の

第
２
回
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

「
い
い
運
動
で
元
気
な
明
日

〜
ち
ょ
っ
と
の
運
動
で
大
き
な

喜
び
」
と
題
し
、
熊
本
保
健
科

学
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
の
山
元
総
勝
教
授
が
講
演

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
活
動
能
力
を
高

め
る
た
め
少
し
ず
つ
で
も
運
動

を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

気
軽
に
で
き
る
運
動
と
し
て
バ

ラ
ン
ス
ク
ッ
シ
ョ
ン
運
動
や
立

ち
上
が
り
運
動
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
元
さ
ん
は
「
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
生
活
を
活

性
化
す
る
こ
と
で
生
き
が
い
の

あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
（
火
）
糸
田
の

「
山
ぼ
う
し
の
樹
」
で
、
「
シ
ニ

ア
世
代
の
講
座
」
の
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ

講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
は
、
今
年
で
3

回
目
。
今
回
は
、
ヒ
ノ
キ
の
板

に
フ
ッ
ク
を
付
け
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ボ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
樹
子
工
房
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
）
の
森
川
瞳
さ
ん
を
迎
え
て
、

施
設
内
の
庭
木
の
紅
葉
を
楽
し

み
な
が
ら
、
屋
外
で
講
座
を
受

け
ま
し
た
。
参
加
者
は
11
人
。

　

初
め
て
ド
リ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー

を
使
う
人
が
多
く
、
「
お
ー
」

「
で
き
た
！
」
と
声
を
上
げ
な

が
ら
楽
し
ん
で
制
作
。
組
み
立

て
た
ボ
ー
ド
に
や
す
り
を
か
け
、

焼
き
ペ
ン
で
文
字
を
書
い
て
、

自
分
だ
け
の
壁
掛
け
が
出
来
ま

し
た
。

い
い
運
動
で
元
気
に

町
民
大
学

Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座

シ
ニ
ア
世
代
の
講
座

▲参加者に運動の大切さを話す

講師の山元さん

▲ヒノキの板を使ったオリジナ

ルボードを制作する参加者

▲

町民大学のお知らせ

第３回講演会を開催します

●開催日時

　12月17日（月）

　午前10時～正午

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　いい生きがいで楽しい明日

　～毎日ワクワク生涯青春～

●講師

　熊本大学教育学部

　吉田 道雄　名誉教授

※どなたでも参加できますので、

　多くの皆さんの参加をお待ちし

　ています。

��������������

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
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❖
年
末
年
始
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
か

　
ら
肝
臓
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

年
末
年
始
は
、
飲
酒
を
す
る
機
会
が

と
て
も
増
え
て
き
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

か
ら
肝
臓
を
守
る
た
め
に
ど
う
付
き
合

え
ば
い
い
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

❖
ア
ル
コ
ー
ル
の
肝
臓
へ
の
影
響

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
と
な
る
肝
臓
の

障
害
で
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
「
脂
肪

肝
」
で
す
。
肝
臓
に
は
通
常
で
も
細
胞

の
10
㌫
程
度
に
中
性
脂
肪
が
貯
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
30
㌫
以
上
に

な
っ
た
状
態
が
「
脂
肪
肝
」
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
と
り
す
ぎ
る
と
、
脂

肪
酸
か
ら
中
性
脂
肪
が
大
量
に
作
ら
れ

て
肝
臓
の
細
胞
に
蓄
積
さ
れ
、
脂
肪
肝

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
余
分
な

中
性
脂
肪
は
さ
ら
に
血
液
中
に
も
流
れ

込
み
、
高
脂
血
症
や
動
脈
硬
化
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
。

　

し
か
も
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
脂
肪
肝
の
段
階
で

は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
気
付
か
な
い
う
ち
に
、

脂
肪
肝
か
ら
肝
硬
変
へ
と
進
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
悪
化
す
る
と
、

だ
る
さ
や
食
欲
低
下
、
黄
疸
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
よ
く
飲
む

人
は
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
自

分
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
、
必
要
な

治
療
は
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
太
ら
な
い
と
お
っ

し
ゃ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
で
太
ら
な
い
は
誤
解
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
と
り
す
ぎ
る
と
、

中
性
脂
肪
を
合
成
す
る
た
め
、
た
と
え

体
重
が
増
え
な
く
て
も
、
内
臓
脂
肪
型

の
肥
満
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

❖
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
肝
臓
障
害

　
を
予
防
す
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
飲
み
過
ぎ
な
い

　

日
本
人
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
体

質
の
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
処
理
可
能
な

量
以
上
を
体
に
入
れ
る
と
、
肝
臓
で
う

ま
く
処
理
さ
れ
ず
悪
酔
い
や
二
日
酔
い

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
飲
み
過
ぎ
な
い
こ
と
が
肝
臓
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
を
少
な
く
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

適
量
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
飲
酒

適
量
は
、
日
本
酒
１
合
（
１
８
０
㍉
㍑
）
、

ビ
ー
ル
５
０
０
㍉
㍑
、
焼
酎
（
25
度
）

１
１
０
㍉
㍑
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１

杯
60
㍉
㍑
、
ワ
イ
ン
２
杯
２
０
０
㍉
㍑

で
す
。
酒
席
で
は
、
早
め
に
ウ
ー
ロ
ン

茶
に
切
り
替
え
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

②
ゆ
っ
く
り
飲
み
ま
し
ょ
う

　

飲
む
ペ
ー
ス
が
速
い
と
、
そ
れ
だ
け

で
肝
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
肝
臓

が
日
本
酒
１
合
を
分
解
す
る
た
め
に
、

必
要
な
時
間
は
３
〜
４
時
間
で
す
。

　

日
本
酒
１
合
を
30
分
以
上
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
お
つ
ま
み
を
上
手
に
と
り
ま
し
ょ
う

　

空
腹
状
態
で
の
飲
酒
も
、
肝
臓
に
大

き
な
負
担
で
す
。

　

肝
臓
が
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
と

き
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
、

ミ
ネ
ラ
ル
類（

と
く
に
亜
鉛）

が
消
費

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
つ
ま
み
で

は
大
豆
食
品（

豆
腐
料
理
・
枝
豆
・
お

か
ら
な
ど）

や
野
菜
、
海
草
類
な
ど
選

ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

肝
臓
は
大
事
な
臓
器
で
す
。
２
日
間

く
ら
い
休
ま
せ
る
と
機
能
を
回
復
す
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
く
飲

む
人
で
も
、
週
に
２
日
は
ア
ル
コ
ー
ル

を
飲
ま
な
い
「
休
肝
日
」
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
脂
肪
肝
の
疑

い
が
あ
る
人
や
脂
肪
肝
が
判
っ
て
い
る

人
は
、
意
識
的
に
節
酒
し
て
肝
臓
を
休

ま
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
い
な
が

ら
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
っ
て

大

事

な

肝

臓

を

守

り

ま

し

ょ

う

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

肝臓 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

忘年会などで飲酒をする機会が増

え、アルコールをとりすぎると、

「脂肪肝」などの肝臓の障害が起

こりやすくなります。飲み過ぎや

飲むペース、休肝日をつくること

などに注意して、上手にアルコー

ルと付き合いましょう。

木村 真澄 保健師

Public Relations KOSA
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

12月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

12・１月の保健活動

����������������

� ������

　　12月20日（木）　午前９時

　　１月17日（木）　午前９時

� ������

　　12月20日（木）　午前10時10分

　　１月17日（木）　午前10時

� ��������

　　12月14日（金）　午前９時30分

� ��������

　　１月８日（火）　午後１時

� ������������

　　12月21日（金）　午前９時30分

� �����

　　１月８日（火）　午後１時20分

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

３日（月） 手形・足形

５日（水） お絵かき（探してみよう♪）

７日（金） 製作（空飛ぶリボン）

10日（月） シール遊び

12日（水） お誕生会（予定）（要予約）

14日（金） 砂場遊び

17日（月） 牛を見に行こう

19日（水） クリスマス帽子作り

21日（金）
クリスマスパーティー

（要予約）

26日（水） ままごと遊び

28日（金） ブロック遊び

12月29日（土）～１月６日（日）は年末年始

休み　※天候などにより予定が変更になる

事もあります

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

２日（日） 製作展

12日（水） お誕生会（予定）

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

大塚 莉
り な

菜 ちゃん（１歳）

 父・直人 さん　母・里衣 さん

　（中山区）

　　お話いっぱい

　　　　　　しようね！！

　

山下 煌
か い ら

藍 くん（１歳）

 父・太一 さん　母・朝日香 さん

　（上早川二区）

　　元気にすくすく

　　　　　大きくなってね。

　

大島 大
だ い ち

知 くん（１歳）

 父・一也 さん　母・朋美 さん

　（和田内区）

　　元気いっぱい

　　　　　すくすく育ってね！
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　今回は、筋力トレーニングマシン

「アブドミナル＆バック」をご紹介

いたします。このマシンで鍛えるこ

とができる筋肉は、腹直筋・脊柱

（せきちゅう）起立筋で、腹筋・背

筋です。

　腹直筋や背

筋（脊柱起立

筋）は、正し

い姿勢を維持

するために必

要な筋肉です。

　腹筋が落ち

ることから腰

痛が始まると

いっていいくらい、腹筋の筋力低下

は腰痛の原因になります。また腹筋

が弱くなると、背筋へ影響し、反り

返った姿勢（不良姿勢）になってし

まい、その結果腰痛が起きやすくな

ります。

　アブドミナル＆バックを使って腹

筋・背筋を強化することで、腰痛予

防や正しい姿勢の維持につながりま

す。

　筋力トレーニングマシン以外での

腹筋・背筋トレーニングも、専門ス

タッフが指導いたします。腹筋背筋

を同時に鍛えて、腰痛改善・肥満解

消・美姿勢を目指しましょう。

Enterprise

甲佐町進出企業協議会だより

下江 知子さん

〔看護師・糖尿病療養指導士〕

今月の講師

��������

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

筋力トレーニングマシン「アブドミナル & バック」
腰痛と反り腰の改善と肥満解消をこの１台で！

▲マシンの負荷設定・使用方法はスタッ

フが指導いたします。

アブドミナル＆バック

��������

�甲佐町進出企業協議会���

　（町地域振興課内）

�TEL096-234-1154（内線234）

本町への進出企業のご紹介

■
良
品
づ
く
り
を
通
し
て

　
豊
か
な
明
日
を
創
造

　

昭
和
61
年
、
ヤ
マ
キ
㈱
（
当

時
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た
㈱
ヤ

マ
キ
フ
ー
ズ
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
な
ど
の
調
理
パ
ン
を
は
じ
め
、

弁
当
や
お
に
ぎ
り
、
寿
司
な
ど

米
の
加
工
食
品
の
製
造
、
販
売

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
を
最
優
先
に
製

造
さ
れ
た
商
品
は
、
九
州
中
南

部
の
量
販
店
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
面
に
も
注
力
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
に
は
障
害
者
雇
用

優
良
事
業
所
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
設
備
機
能
の
向
上

や
時
間
の
融
通
を
利
か
せ
た
短

時
間
パ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
近

年
で
は
女
性
の
雇
用
が
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
。
求
人
も
随
時

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

瀬戸 光夫
熊本工場長

2 4 時間稼動の工場で「美味しい食」を製造

生産課

上村 莉奈さん

従 業 員 の 仲 が 良 く
楽 し い 職 場 で す

料理を作ることが好きで、こ

の仕事に就きました。現在は、

40種類の弁当の盛り付け作業

を管理しています。入社２年

目でこれから覚えることもた

くさんありますが、上司が優

しく、相談にも乗ってくれる

ので、しっかり覚えて成長し

ていきたいです。

昨年10月、弊社福

岡工場より転勤で

熊本工場長に着任。

安心・安全を第一

に美味しさを提供

し、地域社会への

貢献を目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字早川2100番地1
■従業員　147人
■電話番号　096-234-0011
■ＵＲＬ　https://ryoyupan.co.jp

（株）ヤマキフーズ　熊本工場
リョーユーパングループ
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Town Development

甲佐町まちづくり協議会

Old-house Renovation

古民家再生

��������

　甲佐町まちづくり協議会事務局

　（町地域振興課内）

　TEL096-234-1154（内線235）

��������

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

フットパスは地域の魅力

的な風景を楽しみながら

歩くことができ、年齢問

わず癒しと健康に効果が

あります。このフットパ

ス の 勉 強 会 を12月13日

（木）に開催します。甲

佐町の良さを肌で感じて

もらえるようなコースを

みんなで発掘し、地域が

盛り上がるきっかけにな

ればと考えています。

12月13日（木）フットパス勉強会を開催します！

町地域振興課

山村 豪さん

■
フ
ッ
ト
パ
ス
の
内
部
勉
強

　
会
を
行
い
ま
し
た

　

11
月
19
日
（
月
）
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、
「
あ
り

の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
道
」
の

こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
。

里
山
や
田
園
地
帯
、
古
い
町
並

み
な
ど
、
昔
か
ら
そ
の
地
域
に

残
る
風
景
を
感
じ
な
が
ら
歩
く

こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

勉
強
会
に
は
、
同
協
議
会
の

会
員
な
ど
が
参
加
。
美
里
町
の

（
同
）
フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
所
の

井
澤
る
り
子
代
表
を
講
師
に
迎

え
て
、
コ
ー
ス
の
作
り
方
や
地

域
の
人
た
ち
の
関
わ
り
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

■
地
域
の
魅
力
を
感
じ
る
こ

　
と
が
で
き
る
フ
ッ
ト
パ
ス

　

フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
地
域
ら
し

さ
を
感
じ
た
り
、
地
域
の
人
と

交
流
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
が

魅
力
の
１
つ
。
井

澤

代

表

は

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
の
違
い
は
、
寄

り
道
を
す
る
こ
と

で
す
。
コ
ー
ス
を

作
る
際
は
、
地
元

の
人
に
声
を
掛
け

な
が
ら
、
時
間
を

掛
け
て
作
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

12

月

13

日

（
木
）
に
は
、
フ
ッ

ト
パ
ス
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
開
催

し
ま
す
。

▲11月19日（月）フットパスの取り組みについて勉強会を開催

甲

佐

町

の

地

域

の

魅

力

を

楽

し

む

フ

ッ

ト

パ

ス

を

作

ろ

う

　11月24日（土）・25日（日）仁田

子の旧西村民俗資料館で、同館を改

修 す る た め の 古 民 家 再 生 ワ ー ク

ショップが開催されました。

　本町の魅力を集めた交流拠点施設

を整備するため、町が主催。昨年度

「甲佐町古民家こうさてんプロジェ

クト」で同館を利活用するアイデア

を企画し今年度改修に着手しました。

　第１回のワークショップは、大工

などの専門家の皆さんから、大学生

や一般の方まで延べ約30人が参加

しました。

　初日は現在の施設の状況や改修プ

ランの講座から始まり、木のテント

を製作。２日目は同館の土壁を作る

ための藁（わら）の下準備を作業。

古くなった畳表を外して中の藁を取

り出し、10㌢ほどに切り刻みました。

藁はこの後熟成し発酵させ、土壁の

下地へと生まれ変わります。

　今年度は今後３回のワークショッ

プを実施します。参加料は無料です。

古民家リノベーションに挑戦してみ

ませんか。

旧西村民俗資料館改修
第１回ワークショップを開催

▲土壁を作るための藁（わら）を切る参加者

第２回古民家再生ワークショップ

【開催日】12月８日（土）・９日（日）

【講座】改修作業の注意点、道具の扱い方

【ワークショップ】内外壁、天井、床の解体

※事前申し込みが必要。詳しくはお尋ねください
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12
December 2018

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　 kumamoto.jp/
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本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
31
年
1
月
1
日

（
火
）
か
ら
本
人
通
知
制
度
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
以
外
の
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
登
録

し
た
ご
本
人
に
対
し
て
、
そ
の
交
付

の
事
実
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。
本

人
へ
通
知
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

正
請
求
の
早
期
発
見
お
よ
び
不
正
取

得
の
抑
止
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

12
月
17
日
（
月
）
か
ら
町
住
民
生
活

課
に
て
、
平
日
の
み
受
付
し
ま
す
。

▼
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書
の

　
種
類

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

・
住
民
票
の
記
載
事
項
に
関
す
る

　

証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附
票

　

を
含
む
）

・
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
（
除

　

籍
を
含
む
）

・
戸
籍
の
記
載
事
項
に
関
す
る
証

　

明
書
（
除
籍
を
含
む
）

▼
通
知
で
お
知
ら
せ
す
る
事
項

　

交
付
に
関
す
る
本
人
通
知
書
に
は
、

次
の
事
項
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

・
証
明
書
な
ど
の
交
付
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
な
ど
の
種
類

・
交
付
枚
数

・
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理
人
・

　

第
三
者
）

※
交
付
請
求
者
個
人
を
特
定
す
る
情

　

報
（
住
所
・
氏
名
な
ど
）
は
記
載

　

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
通
知
対
象
外
の
請
求

　

次
の
請
求
は
、
通
知
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

・
登
録
さ
れ
た
本
人
、
同
一
世
帯
員

　

か
ら
の
住
民
票
の
写
の
請
求
、
同

　

じ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
ま

　

た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
尊
属

　

お
よ
び
卑
属
か
ら
の
戸
籍
関
係
証

　

明
書
の
請
求
（
委
任
状
が
不
要
な

　

請
求
）

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の

　

請
求

・
そ
の
ほ
か
町
長
が
特
別
な
理
由
に

　

よ
る
請
求
で
あ
る
と
認
め
た
請
求

▼
登
録
で
き
る
人

・
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

　

れ
て
い
る
人
（
住
民
基
本
台
帳
か

　

ら
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

・
本
町
の
戸
籍
の
附
票
に
記
録
さ
れ

　

て
い
る
人
（
戸
籍
の
附
票
か
ら
除

　

か
れ
た
人
を
含
む
）

・
本
町
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

人
（
戸
籍
か
ら
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

※
死
亡
し
た
人
お
よ
び
失
踪
宣
言
を

　

受
け
た
人
に
つ
い
て
は
登
録
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
登
録
に
必
要
な
も
の

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
通

知
制
度
登
録
申
請
書
と
次
の
も
の
を

ご
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
希
望
者
本
人
が
提
出
す
る
場

　

合
、
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

　

ー
ト
な
ど
顔
写
真
入
り
の
も
の
）

　

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

・
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登

　

録
を
希
望
す
る
人
か
ら
の
委
任
状

　

と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必

　

要
で
す
。

・
法
定
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

　

戸
籍
謄
本
な
ど
の
資
格
を
証
す
る

　

書
類
（
甲
佐
町
に
本
籍
が
あ
る
人

　

は
不
要
）
と
法
定
代
理
人
の
本
人

　

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、

　

申
請
書
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
0
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
3

　
　

（
内
線
１
０
２
）

平
成
31
年
度
保
育
所
入
園
児
の

申

し

込

み

の

お

知

ら

せ

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
保
育
所
へ

入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
31
年
度
５
月
以
降
に
入
所
を

希
望
す
る
人
も
必
ず
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
出
産
・
転
入
予
定
の

日 曜 当 番 医

��� ��� ����

����� � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

������ � � � � TEL������������

������ � � � � � � TEL������������

������ � � � � TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（10月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ���

� � � � ��

� �� � � � � ��������

tax
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人
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

12
月
12
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
入
所
基
準

　

本
町
に
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と

・
就
労
ま
た
は
就
労
予
定

・
妊
娠
、
出
産

・
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

・
同
居
ま
た
は
、
長
期
入
院
な
ど

　

し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧
作
業
に
従
事

・
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
の
就

　

業
訓
練
を
含
み
ま
す
）

▼
申
込
書
の
請
求
先

●
町
福
祉
課

●
各
保
育
所

・
甲
佐
保
育
園

　

TEL
0
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
８
６

・
若
草
保
育
園

　

TEL
0
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
3

・
竜
野
保
育
園

　

TEL
0
９
６
‐
２
３
４
‐
０
５
１
９

・
乙
女
保
育
園

　

TEL
0
９
６
‐
２
３
４
‐
３
９
４
７

・
緑
川
保
育
所

　

TEL
0
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
８
９

※
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
、

　

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る  

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
6
）

ｅ

�

�

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候

補

予

定

者

説

明

会

を

開

催

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期

満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

を
平
成
31
年
2
月
に
執
行
し
ま
す
。

町
選
管
委
で
は
、
立
候
補
予
定
者

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
立
候
補
予
定
者
本
人

ま
た
は
そ
の
代
理
人
、
選
挙
運
動
を

統
括
す
る
人
、
出
納
責
任
者
な
ど
で

す
。

▼
開
催
日
時

　

12
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
２
）

交 通 事 故 件 数

���
����

��� ���

���� � ��

���� �� ���

���� � �

10月31日現在

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ����

� � � ���

� � � � ����

���� � ����

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

仏教の歴史の中で、山肌に仏像

を刻む伝統がありました。山肌や

岩壁に刻まれた仏像は「磨崖仏（ま

がいぶつ）」と呼ばれており、日本

にも伝わってきています。

甲佐町にも、摩崖五輪塔と梵字

の塔が緑川左岸の安津橋際（あん

しんばしぎわ）にあります。15世

紀ごろに刻まれたものと考えられ

ています。壁には阿弥陀如来（あ

みだにょらい）、勢至菩薩（せいし

ぼさつ）、観世音菩薩（かんぜお

んぼさつ）が刻まれています。

五輪の塔は地、水、火、風、空

の五大（ごだい）を方、円、三角、

半月、団形（如意珠（にょいじゅ））

で象徴して五輪（ごりん）とし、

これを石でかたどって順に積み上

げたものですが、ここの場合は崖

の岩石に刻まれているのが特徴で

す。

横の摩崖碑（まがいひ）には梵

語で阿弥陀如来、勢至菩薩、観世

音菩薩が刻まれています。その下

には文字が記されていますが、風

化して読み取れません。この摩崖

碑は供養塔の意味を持つと考えら

れます。

村の古老の話では、この場所に

ある由来などはよく分からないそ

うです。ここは、緑川によってけ

ずられた阿蘇火砕流の崖が直立し

ており、崖は加工のしやすい溶結

凝灰岩（ようけつぎょうかいがん）

です。そのために文字や絵を刻み

込みやすかったと思われます。

甲佐町の文化財探訪　
～第63回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

▼

崖
に
刻
ま
れ
た
五
輪
と
梵
字
の
塔

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「磨崖五輪（まがいごりん）と梵字（ぼんじ）の塔」 赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

      environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（10月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ������ �������

� � � � ������ ����� �����

� � � � ����� ��� �����

� � ������� ������ �������

※単位・㌔ 
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ｒ

募
集

町
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最

適

化

推

進

委

員

を

公

募

　

町
お
よ
び
町
農
業
委
員
会
で
は
、

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業

委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
兼
務
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
農
業
委
員
に
関
す
る
公
募

●
対
象

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
関
す
る
事
項
そ
の
ほ
か
農
業

委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に

関
し
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
人

●
主
た
る
業
務

・
転
用
違
反
な
ど
の
是
正
指
導

・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
お
よ
び

　

解
消
に
向
け
て
の
調
整

・
許
認
可
に
伴
う
業
務

・
毎
月
の
農
業
委
員
会
お
よ
び
各

　

種
会
議
な
ど
へ
の
参
加

●
募
集
人
数

　

推
薦
、
応
募
合
わ
せ
て
14
人

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

　
関
す
る
公
募

●
対
象

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
な
ど
に
関
し
、
そ
の
職
務
を
適

切
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
人

●
主
た
る
業
務

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地
域

　

の
農
業
者
な
ど
の
話
し
合
い
の

　

推
進
。

・
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ
、
農
地
利
用
の
集

　

積
・
集
約
化
の
推
進
。

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解

　

消
の
推
進
。

・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
密
接

　

な
連
携
。

●
募
集
人
数

　

推
薦
、
応
募
あ
わ
せ
て
11
人

▼
任
期

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
３
年

間▼
募
集
期
限

　

12
月
11
日
（
火
）
午
後
5
時
15

分※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

　

（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
各

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

町
農
業
委
員
会
事
務
局
窓
口
に
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
推
薦
・
応
募
書
類

お
よ
び
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
町

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

▼
公
表
に
つ
い
て

　

中
間
経
過
お
よ
び
結
果
に
つ
い

て
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

公
表
し
ま
す
。
募
集
に
際
し
、
ご

提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
の
う

ち
、
住
所
以
外
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

▼
定
員
を
超
え
た
場
合

　

関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
、

総
合
的
な
判
断
の
基
で
決
定
い
た

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
（
町
農
政
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
4
‐
１
１
７
６

　
　

（
内
線
１
５
３
）

ｉ

�

�

�

�

年

末

年

始

の

旅

券

申

請
・

交

付

受

付

に

つ

い

て

　

町
住
民
生
活
課
で
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
申
請
お
よ
び

交
付
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
の
手

続
き
に
、
9
日
間
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

掛
か
り
ま
す
。
12
月
29
日
（
土
）

か
ら
平
成
31
年
1
月
３
日
（
木
）

ま
で
の
間
は
、
旅
券
申
請
・
交
付

窓
口
は
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
の
際
は
、
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
町
住
民
生
活
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
き

　

ま
す
。

『新甲佐町史』歴史研修会を開催しました～11月18日（日）・25日（日）

Topic

　11月18日（ 日 ） 町 生 涯 学 習

セ ン タ ー で、 第14回『 新 甲 佐

町史』歴史研修会が開催されま

した。

　同研修会は、甲佐の自然環境、

生物、原始・古代、中世、近世、

近代、現代、民族、緑川の９つ

のテーマに沿って平成25年に

編さんされた『新甲佐町史』を

基に、甲佐の今と昔を考え成り

立ちを追うことを目的に、町教

育委員会が主催。

　今回は「1877西南戦争」と

題し、県立図書館学芸参事の青

木勝士さんが講演。約30人が

受講し、本町も戦場となった西

南戦争時の県内の様子や戦渦に

巻き込まれた県民の復旧・復興

の姿などを学びました。

　 ま た、11月25日（ 日 ） に は

第15回の同研修会が開催され、

『肥後国二宮・甲佐社をめぐっ

て』と題し、元甲佐町史編集委

員の佐藤征子さんが講演。甲佐

神社について約40人が学びま

した。

▼

甲
佐
神
社
に
つ
い
て

　
講
演
す
る
佐
藤
さ
ん

▲

西
南
戦
争
に
つ
い
て
講
演
す
る

　
青
木
さ
ん
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緑川河川整備促進について、町が国交省に要望

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
4
）

保
育
士
の
就
職
・
復
職
支
援
を

行

っ

て

い

ま

す

　

県
で
は
、
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職

支
援
や
未
就
学
児
を
も
つ
保
育
士
の

復
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
で
、
今

後
、
保
育
所
な
ど
で
働
き
た
い
方

へ
の
貸
付
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
保
育
料
の
一
部
貸
付

　

お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額

　

（
月
額
上
限
２
７
，
０
０
０
円
）

▼
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　

転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

　

（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
県
内
の
免
除
対
象
施

　

設
に
２
年
間
継
続
勤
務
し
た
場

　

合
は
、
貸
付
金
の
返
済
が
免
除

　

さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

平
成
31
年
2
月
28
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

無

料

登

記

相

談

所

を

開

設

し

ま

す

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料

の
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

倒
壊
し
た
建
物
の
登
記
に
関
す

る
相
談
や
土
地
・
建
物
な
ど
の
売

買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
熊
本
地

方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
に
は
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

▼
開
設
日
時

　

平
成
31
年
１
月
10
日
（
木
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
正
午
〜

午
後
1
時
は
除
き
ま
す
）

▼
会
場

　

御
船
町
役
場
分
庁
舎

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ
学
費

な

ど

を

お

貸

し

し

ま

す

　

県
で
は
、
保
育
士
の
資
格
取
得

を
目
指
す
学
生
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

学
費
や
生
活
費
な
ど
を
お
貸
し

す
る
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

▼
対
象

　

保
育
士
資
格
を
取
得
で
き
る
大

学
や
専
門
学
校
な
ど
で
保
育
士
を

目
指
す
学
生

▼
貸
付
期
間

　

上
限
２
年
間

▼
貸
付
金
額

　

月
額
５
万
円
以
内

※
卒
業
後
、
1
年
以
内
に
保
育
士

　

登
録
を
行
い
、
県
内
の
保
育
所

　

な
ど
で
５
年
間
継
続
勤
務
し
た

　

場
合
は
、
貸
付
金
の
返
済
が
免

　

除
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

Topic

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

��������

�� TEL�������������������

▶����������

������������

・庄司　真奈様　宮城県　

・羽岡　美典様　大阪府

　　　　　　　ほか53名様

▶������������
4,848,000円  　　

（10月31日現在）

�����������
�����������
�����������
������������

▶���������
������������

����������������������������

���������������������������

�����������

URL

「あゆもなか」こうさんもん No. ４

������������

「にらメンコ。」こうさんもん No. ３

��������������������

▶�������������

�� TEL ������������

▶��������� TEL ������������

�����������
�����������
�����������

　11月１日（木）国土交通省熊

本河川国道事務所で、町が同事務

所に対して、緑川河川整備促進に

ついての要望活動を行いました。

　町は、①堤防の整備、②かわま

ちづくり支援事業の支援協力体制

の継続、③防災ステーションの整

備、④内水対策に伴う排水機場お

よび排水ポンプの整備、⑤河川の

浚渫（しゅんせつ）および樹木伐

採について要望。奥名克美町長か

ら鈴木学熊本河川国道事務所長に、

要望書を手渡しました。
▲鈴木熊本河川国道事務所長（左）へ要望
書を手渡す奥名町長
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i

お

知

ら

せ

県

の

無

料

職

業

紹

介

所

ジ

ョ

ブ

カ

フ

ェ

上

益

城

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
で
は
、
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
お
仕
事
探
し

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ご
利
用
は
無

料
で
す
。

・
就
職
に
関
す
る
相
談

・
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
個

　

別
ア
ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習　

な
ど

▼
利
用
時
間

　

月
曜
〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
予
約
制
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城

　

（
県
上
益
城
地
域
振
興
局
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
０
１
３

ｅ

開

催

55

歳

か

ら

の

お

仕

事

支

援

技

能

講

習

会

を

開

催

　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、

55
歳
以
上
の
求
職
者
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
求
職
登
録
者
）
を
対
象
に

就
労
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
講
習
会

①
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
（
熊
本
市
）

・
日
時　

平
成
31
年
1
月
8
日

　

（
火
）
〜
16
日
（
水
）

・
会
場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
）

②
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
（
宇
城
市
）

・
日
時　

平
成
31
年
1
月
17
日

　

（
木
）
〜
24
日
（
木
）

・
会
場　

宇
城
市
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

　

ア
ル
研
修
館
（
宇
城
市
松
橋
町
）

▼
対
象
者

①
55
歳
以
上
で
就
職
を
希
望
し
て
い

　

る
人

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
お

　

済
み
の
人

③
講
習
の
全
日
程
を
確
実
に
受
講
で

　

き
る
人

※
受
講
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て

　

１
講
座
の
み
で
す

▼
定
員

　

20
人

▼
申
し
込
み
期
限

　

12
月
25
日
（
火
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

連
合
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
１
２
‐
３
３
１
０

ｒ

募
集

平
成
31
年
春
休
み
海
外
研
修
交

流

事

業

の

参

加

者

募

集

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

マイナンバー（個人番号）のご確認をお願いします

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Informations

　平成 27 年 10 月から住民票を有するすべての方に

マイナンバー（個人番号）が付番され、通知カード

により通知されています。

　マイナンバーは、１人に１つだけの番号で役所な

どでの手続きに必要となる大切なものです。すでに、

社会保障分野や税分野などにおいて利用が開始され

ています。

　平成 31 年２月の確定申告には、マイナンバーカー

ドや通知カードの提示および申告書へマイナンバー

の記載が必要となります。通知カードは捨てたり破っ

たりせず、大切に保管してください。

■マイナンバー（個人番号）の確認をお願いします

　マイナンバーカードは、個人番号が記載された顔

写真付きのセキュリティの高いカードです。公的な

身分証明書としても広くご活用できます。

　カード内の IC チップには利用者用電子証明書と署

名用電子証明書が搭載され、e-Tax（国税電子申告・

納税システム）などの文書の提出を伴う電子申請等

に利用されます。

　マイナンバーカードを希望される方は、申請によ

り初回は無料で交付されます。現在は申請から１カ

月ほどで完成し、町住民生活課窓口で本人確認後の

交付となります。

　確定申告にも使用できますので、e-Tax をご利用予

定の方は、お早めに申請をお願いします。

※通知カードやマイナンバーカードを紛失した場合

　は届け出が必要です。

※通知カードの再発行手数料は 500 円、マイナンバー

　カードの再交付手数料は 800 円です。

　詳しくは、町住民生活課にお問い合わせください。

▶お問い合わせ先　町住民生活課

　　　　　　　　　 TEL 096-234-1113（内線 101）

■マイナンバーカードを作りませんか
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研
修
協
会
で
は
、
10
コ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体

験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。
１
人
で
ご

参
加
に
な
る
方
や
、
初
め
て
海
外

へ
行
か
れ
る
方
が
7
割
以
上
で
す
。

　

事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か

ら
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
研
修
国
・
地
域

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ

ン
ボ
ジ
ア

▼
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
な
ど

※
コ
ー
ス
に
よ
り
、
体
験
内
容
を

　

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
説
明
会

・
日
時　

平
成
31
年
１
月
27
日

　

（
日
）
午
後
1
時
〜
午
後
2
時

・
会
場　

エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン
博
多

　

駅
前
会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区

　

博
多
駅
前
３
‐
25
‐
24
）

▼
研
修
日
程

　

平
成
31
年
３
月
24
日
（
日
）
〜
４

月
5
日
（
金
）
の
う
ち
6
〜
11
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
対
象

　

小
学
校
3
年
生
〜
高
校
３
年
生

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
対
象
学
年
が

　

異
な
り
ま
す
。

▼
定
員

　

10
〜
20
人

▼
参
加
費

　

25
万
８
，
０
０
０
円
〜
49
万
８
，

０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
限

　

平
成
31
年
２
月
1
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

　

修
協
会

　

TEL
０
3
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

障

が

い

の

あ

る

方

の 

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次

の
期
間
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）
、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

▼
定
員

　

10
人

▼
内
容

　

実
務
と
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

12
月
10
日
（
月
）
〜
平
成
31
年

1
月
31
日
（
木
）

▼
訓
練
期
間

　

平
成
31
年
3
月
1
日
（
金
）
〜

5
月
31
日
（
金
）

▼
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代
9
，
２
８
８
円

　

（
税
込
）
程
度

▼
訓
練
場
所

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

（
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１
‐
５
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

TEL
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

ｃ

�
�
�
�
�

年
末
年
始
の
犯
罪
や
交
通
事
故

を

防

止

し

ま

し

ょ

う

　

年
末
年
始
は
金
融
機
関
な
ど
を

狙
っ
た
強
盗
事
件
や
車
上
ね
ら
い
、

乗
り
物
盗
（
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
自
転

車
盗
）、
万
引
き
な
ど
の
街
頭
犯
罪

が
多
発
し
ま
す
。
ま
た
、
車
の
利
用

も
増
え
、
交
通
事
故
も
増
加
し
ま
す
。

　

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
す

ぐ
に
「
１
１
０
番
」
通
報
す
る
な

ど
の
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
で

犯
罪
や
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　

（
内
線
２
６
１
）

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～12月～

 Event

�人権週間啓発作品展

　期　間　　12 月３日（月）～ 11日（火）

　展示内容　標語、書道

　主　催　　甲佐町「人権週間」実行委員会

��������　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

��������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

��������������

�����������

������������

�乙女河原周辺の環境美化ポスター展示

　期　間　　12 月 12 日（水）～ 26日（水）

　展示内容　環境美化に関するポスター

　主　催　　乙女地区子供会育成会



　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

あ
と
い
く
日
母
と
の
別
れ
近
づ
き
て
過
去
の
思
い

出
話
も
は
ず
む 

緒
方　

明
美

生
き
て
ゆ
く
人
生
芝
居
下
手
な
吾
あ
と
振
り
返
り

只
悔
い
ば
か
り 

塚
原　

暁
益

帰
省
せ
し
孫
夫
婦
よ
り
良
き
知
ら
せ
桜
咲
く
頃
ひ

孫
産
ま
る
る 

池
田
キ
ヨ
子

散
歩
道
の
稲
刈
り
後
に
白
鷺
の
餌
を
啄
む
様
は
絵

を
見
る
ご
と
し 

赤
星　

文
子

庭
木
摘
む
秋
の
陽
ざ
し
の
心
地
よ
し
暫
し
休
み
て

喉
を
潤
す 

白
梅　

武
人

山
積
み
の
古
着
の
前
で
悩
み
を
り
「
処
分
し
よ
う

か
」
「
着
て
み
よ
う
」
か
と 

内
田
乃
武
子

満
月
を
部
屋
の
隅
ま
で
誘
い
入
れ
静
け
き
光
し
み

じ
み
眺
む 

吉
永
由
紀
子

雑
草
を
抜
け
ど
も
抜
け
ど
も
ま
た
芽
吹
き
除
草
剤

か
け
草
と
戦
う 

上
村
や
す
美

古
書
店
の
隅
で
立
ち
読
み
す
る
吾
に
情
婦
マ
ノ
ン

が
微
笑
み
か
け
る 

渡
辺　

幸
士 　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

振
り
返
り　

ま
あ
だ
手
を
振
る
母
の
居
る 

広
田
み
ど
り

振
り
返
り　

失
敗
だ
っ
た
彼
選
び 

下
山　

千
恵

振
り
返
り　

後
ウ
シ
ロ

気
に
な
る
持
久
走 

志
垣　
　

光

振
り
返
り　

見
れ
ば
可
愛
い
犬
だ
っ
た 

佐
藤　
　

葵

振
り
返
り　

あ
の
ウ
エ
ス
ト
は
何
処
へ
や
ら 

平
井
や
よ
い

振
り
返
り　

財
布
落
と
し
た
ご
つ
も
あ
る 

長
原　

産
賀

振
り
返
り　

忘
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ば
い 

佐
野
し
ょ
う

振
り
返
り　

登
り
そ
こ
ね
た
富
士
の
山 

光
永　
　

六

振
り
返
り　

妻
の
パ
ワ
ー
に
助
け
ら
れ 

井
元
あ
ざ
み

振
り
返
り　

喧
嘩
し
た
日
も
懐
か
し
い 

日
高　

美
里

振
り
返
り　

後
姿
を
目
で
追
う
て 

上
田　

梅
清

振
り
返
り　

爺
に
似
と
る
と
孫
が
泣
く 

日
隈　

元
良

振
り
返
り　

あ
の
駄
々
っ
児
が
も
う
初
老 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

師
走 

〜

11月２日（金）上早川の鴫山( しぎやま) で、龍野小学校が野外教室を開催。落ち葉やどんぐりを使って木のメダルを作りました。

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名     性別  保護者

船　津　松本凰
お う た ろ う

太郎　男　圭　司

緑　町　奥村　理
り い ち

一　男　将　也

船　津　北野　楓
ふ う か

蘭　女　裕　大

下横田　上田彩
あ か り

花凛　女　賢　士

糸　田　井芹　隼
し ゅ ん や

也　男　祐　一

上早川　江田　陽
ひ ゅ う が

河　男　悦　子

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,063 ０

女 5,614 △９

計 10,677 △９

世帯数 4,269 △１

平成30年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢   世帯主

早　川　木村　一則　79　成　子

上早川　田上スエ子　93　スエ子

上早川　山田　昭一　90　八鶴子

岩　下　渡邊美智子　91　敬　美

麻生原　福田　伸也　76　晶　一

上早川　佐藤　春子　96　春　子

岩　下　本田　輝雄　87　和　仁

府　領　中村　瑞子　78　東　一

緑　町　成瀬　允利　92　和　子

10月11日（木）～11月10日（土）

作り方

①鶏肉は２㌢位の角切りにしま

す。

②ニンジン・ジャガイモ・玉ネ

ギも２㌢位に切りそろえます。

③鍋に湯２カップを沸かし、固

形スープを溶かしておきます。

④別の鍋にマーガリンを熱し、

きつね色になるまで肉を炒め

ます。

⑤④に②の野菜と大豆を加えて

炒めながら、小麦粉を振り入

れ絡ませていきましょう。

⑥⑤に③のスープを加え、塩と

コショウで味をととのえます。

汁が煮立ったら中火に落とし

てコトコト10分くらい煮ま

す。段々とろみがついてくる

ので時々混ぜます。

⑦とろみがついたら⑥に牛乳を

加え、弱火にしてさらに20

分ほど煮込みましょう。

あったか大豆のシチュー

ご存知ですか？

材　料

鶏ムネ肉 ………………… 200㌘
大豆の水煮 ……………… 200㌘
ジャガイモ ………………… ２個
ニンジン …………………… １本
玉ネギ ……………………… １個
牛乳 ……………………… 200cc
固形スープ ………………… ２個
塩 ……………………… 小さじ１
コショウ …………………… 少々
小麦粉 ………………… 大さじ２
マーガリン …………… 大さじ２

　　大豆は「畑の肉」と言われ

ているって、ご存じですか。

　大豆が持つ栄養素であるタン

パク質は肉や卵に匹敵するほど

なのです。人の体の組織はタン

パク質で出来ており、質の良い

タンパク質を摂取することが必

要なんです。

　そのほかにも大豆には骨粗

しょう症の予防や更年期を改善

するといわれるイソフラボンや

抗酸化作用のある大豆サポニン

など小さな豆の中にすごい栄養

がいっぱい詰まっています。

　大豆を上手に食べて健康を保

ちましょうね。

　

実
り
の
秋
が
終
わ
り
、
甲
佐
に
も

冬
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
肌

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
何
か
と
忙

し
い
年
の
瀬
に
向
け
て
体
調
管
理
を

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
広
報
こ
う
さ
を
ご
覧
の
皆

さ
ん
の
中
に
は
、
気
付
い
て
お
ら
れ

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
先

月
号
か
ら
新
し
い
企
画
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
事
業
所
な
ど
を
開
設
さ
れ

て
い
る
進
出
企
業
の
活
動
を
伝
え
る

「
甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
だ
よ
り
」
、

昨
年
４
月
に
開
所
し
た
「
甲
佐
町

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
や
今
年

６
月
に
発
足
し
た
「
甲
佐
町
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
活
動
、
「
古
民
家

再
生
」
に
関
す
る
町
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
各
コ
ー
ナ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ

新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。 

（
と
）

編

集

後

記

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

 住　所 氏　名 

　　夫　益城町　小島　秀平

　　妻　岩　下　本田美沙紀

　　夫　下横田　福永　一馬

　　妻　府　領　本田真奈美

Public Relations KOSA

December 2018
23



2018年（平成30年）12月号

　通巻593号

発行・甲佐町　発行人・甲佐町長 奥名克美　編集・地域振興課　住所・〒861-4696 熊本県上益城郡甲佐町大字豊内719番地4　TEL096-234-1154
URL・https://www.town.kosa.kumamoto.jp/ ※本紙は再生紙を使用しています。

こうさ広 報

Kosa
Style
こうさ スタイル

　

「
『
こ
ん
な
こ
と
で
警
察
に
相
談

し
て
良
い
の
か
な
』
と
迷
う
こ
と

な
く
、
す
ぐ
に
相
談
を
。
結
果
と

し
て
、
何
も
事
件
が
な
い
の
が
１

番
で
す
」
と
話
す
の
は
、
町
内
駐

在
所
に
勤
務
す
る
池
上
克
良
さ
ん

（
岩
下
二
区
）
と
瀬
﨑
貴
之
さ
ん

（
辺
場
区
）
。
２
人
は
御
船
警
察
署

に
所
属
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
相
談
、

街
頭
で
の
監
視
活
動
な
ど
で
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
。

　

甲
佐
駐
在
所
の
池
上
さ
ん
は
本

町
出
身
。
「
地
元
へ
の
恩
返
し
も

含
め
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
れ

ば
」
と
赴
任
２
年
目
。
白
旗
駐
在

所
の
瀬
﨑
さ
ん
は
福
岡
県
出
身
で
、

赴
任
３
年
目
。
「
町
の
皆
さ
ん
は

温
か
く
、
娘
の
こ
と
も
地
域
を
あ

げ
て
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
す
。
登

下
校
時
に
は
子
ど
も
た
ち
も
元
気

よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
の
で

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
。

　

最
近
の
事
案
・
事
件
の
傾
向
と

し
て
「
高
齢
者
が
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
や
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

１
人
暮
ら
し
や
ご
夫
婦
世
帯
を
重

点
的
に
訪
問
し
、
防
犯
や
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
」
と
池

上
さ
ん
。
「
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
手
口
も
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

自
分
１
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や

私
た
ち
に
相
談
く
だ
さ
い
」
と
喚

起
。
高
齢
者
の
電
動
カ
ー
の
相
談

も
増
加
し
て
お
り
、
「
電
動
カ
ー

も
歩
行
者
も
周
囲
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
、
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
る
。

　

空
き
巣
対
策
に
つ
い
て
「
２
階

の
窓
だ
か
ら
と
油
断
せ
ず
、
確
実

に
施
錠
し
て
く
だ
さ
い
。
二
重

ロ
ッ
ク
も
有
効
で
す
」
と
瀬
﨑
さ

ん
。
「
自
宅
車
庫
で
の
車
上
あ
ら

し
も
増
え
て
い
ま
す
。
バ
ッ
グ
や

財
布
を
、
外
か
ら
見
え
る
場
所
に

置
い
て
お
く
の
は
大
変
危
険
で

す
」
と
被
害
防
止
対
策
を
説
く
。

　

年
末
年
始
に
向
け
て
「
忘
年
会

な
ど
で
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る

時
期
で
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
、
２
人

は
声
を
そ
ろ
え
る
。

　

「
２
人
だ
け
で
は
地
域
の
安
全

は
守
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
い
つ
も
警
察
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
、
今
日
も
２
人
は
本

町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
。

巧
妙
化
す
る
振
り
込
め
詐
欺

迷
わ
ず
に
駐
在
所
に
相
談
を

いけがみ かつよし・せざき 

たかゆき／県御船警察署の甲

佐駐在所と白旗駐在所に勤務。

瀬﨑 貴之さん　池上 克良さん
Sezaki Takayuki　　Ikegami Katsuyoshi

〔辺場区〕　　　　　〔岩下二区〕


